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　Abstract　Recruitment 　pattern　ofwo 【kers　was 　studied 　wkha ，apanese 　myrmicine

ant ，　Pheidole　indica，　by　using 　four　types 　of　bait（honey，　powder 　cheese
，
　solid　cheese

and 　M ・g　i・・ect＞・ C ・1・・i・・ 。f　thi・ ant ・mp1 。 y ・ mass 　rcc ・・itm・nt ・t・at。gy，
Recruitment　pa しtern　of　mi 囗 ors 　as 　indicated　by しhe　cumulativo 　numbor 　recr ロitcd
du 「ing　l　h。 ・・ va ・i・d ・m 。・g ・xp ・・im・nt・ with 　 difi・・ent ・。・t・ ・f　b・iら ・・p 。ci 。Ily
between 　honey　and 　living　insect．　Ratio　of 　the 　number 　of 　minors 　 recruited

during　a　five−minute 　period　to　that　recruited 　during　the　proc巳ding　five　minutes
was

　
high （in　mean ） and 　varied 　among 　exper 血1ents　in　early 　phase ，　but 【hen

apProachcd 　l　and 　became　stable ．　Moro 　majors （so ［diers）were 　recruited 　in
experlments 　 with 　solid　cheese

，　though 　it　is　the　living　insect　that　caused 　quick
recruitme 【lt　of　majors

，
　especially 　during丘rst　20　minutes ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　 じ　め　に

　多数 の 個体が巣を 中心 に コ 卩 ニ ー
単位 で 生活 して い る多 くの ア リに と っ て ，ワ ー

カ ー （ハ タ ラ キ

ア リ） が 巣外 で い か に 効率 よ く餌 を 発見 し ， 巣へ 運 ぶ か は 重要な問題で あ る．一
般 に ア リの 餌 の 発

見 は チ ャ
ソ ス に 依存 し が ち で あ るが，発見 し た 餌 の 搬 入 に は さ ま ざ まな 方 法 が 可 能 で あ る と予想 さ

れ る．発見 し た餌が多量 で あ っ た り重す ぎた りす る場 合 に は，巣 に 戻 っ て 仲間を餌場 に 導くよ う働
きか け る こ と が多 い が ・こ の こ とを 動員働 （・ec・ultmcnt ・b・havi・・）と呼ぶ （W ・L・・N ，．1962 ，

．1971）．
動員行動に は 大別 して 以下 の 3 つ の タ イ プ が 知 られ て い る （HOLLDoRLER

，
1971； H6LLDonLER 　

et
at ．

， 1974；SuDD ＆ FRANKs，1987〕．1）連結行進 （tandem 　running ； 原則 と して 1個体 の ア リ を餌

場 へ 連れ帰る）， 2）グ ル ープ動員 （group　recruitment ： と きに 足跡 フ ヱ
・ モ ソ も用 い て ，数〜

数十個

体 を餌場 へ 動員す る ）t3 ｝大量動員 〔mass 　recruitment ： 最初の 発見老 の み で な く，餌場 へ 動員され

た ア リも帰巣後次 つ ぎと コ ロ ニ ー・メ ソ パ ーへ 情報を伝達する，足跡 フ ＝ロ モ γ で 動員路を形成｝．

　オ t ズ ア カ ア リ （Pheidole）属 は ，世界中 の 温帯，熱帯 に 分布 し，400以上 の 種 を 含む 巨大 な グ ル

ープ で ．日本 か らは 7種 が 知 られ て い る （W 【LsoN
，
1976　a ；SNELLING， 1981；OGATA ，1982）．本属

は ワ ーカー
カ ス トに い ち じ る し い 二 型 （dimorphism ｝が存在する こ とで 有名 で．採餌行動に お け る

両者 の 役割．行動 に は 明確な違 い が見 られ る （CREIGTON ，1966； ITzKowlTz ＆ HALEY，1983；
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WILSON，1984；矢野，未発表｝．こ の 特性が動員行動に どの よ うな影響を お よぼす か は 非常 に 興味深

い こ とである．本研究で は ，南九 州 に 分布す る イ ソ ドオ ナ ズ ア カ ア リ Pheidole　indica　MAyR を用

い ，体 の 大きい メ ジ ャ
ーワ ーカ ー（以後 メ ジ ャ

ーと呼ぶ ｝と小 さ い マ イ ナ
ーワ ーカ ー（以 後 マ イ ナ

ー

と呼 ぶ） の 動員 く
ミ
タ
ーソ を ，餌種を変え て 調 べ た．

材 料 と 方 法

　実験，観察 は ，鹿 児 島市 に あ る 鹿児島大学構内お よ び そ の 周辺 に 生息する イ ソ ドt オ ズ ア カ ァ リ

の 巣を用 い ， 1986年 と 1987年の コ P ＝ 一
の 活動が 活発な 5 月 か ら 10 月初旬 の 間 に 行な っ た，調

査 地 に お い て は 本種 の コ 卩 ニ ーはす べ て 土中営巣性 で あ り，1〜3方向に 探餌 と採餌 の た め の ア リ道

を 形成 し て い る こ とが多 か っ た ．い っ た ん実験を 行 な う と， コ ロ ニ ーは 飽食状態 が あ る期間続 くこ

とが 十分予想 され るの で ．1個 の 巣で 連続 して 何 回 もの 実験 を 続け る こ とは 困難 で あ り，正 常な 実

験結果 を 得 る うえ で も好まし くない ．そ こ で ，常時 ア リ道 の 形成 が 見 られ か つ 活動 レ ベ ル の 高い コ

P ニ ーを 9 個 （A −1）選び ，観察対 象 と した ．具体的な方法は 個 々 の 実験の 項 で 詳し く述ぺ る ．

実験および結果

L 　動員行動の タイプ

　 コ ロ ニ
ー

の 大 きさ，餌場 に 動員 され る ワ ーカ ーの 個体数 か ら，本種 は 大量動員を行な っ て い ると

推定 された が，こ れ まで の と こ ろ ，動員 され た 個 体が 帰巣後次つ ぎに 別 の 個体を動員す る こ とは 確

認 さ れ て い な い 。そ こ で 以下 の 実験を行な い ，本種が大 量動員方式を と る の か ど うか を調 ぺ た．石

壁 の ほ ぼ中央 に 巣 口 が あ る コ 卩 ニ
ー

（F）を 用 い ，餌 と して は粉チ ーズ を使用 し た．

　実験 1，最初 の 個体 （マ イ ナ ー）が 餌場 （巣 口 か ら 18cm ）を 発 見 し て か ら 10 分 間 は 餌揚 に 通 う

ワ
ー

カ
ー
を自由に させ て お き，10分か ら 30 分 まで の あい だ帰巣す る マ イ ナ

ー
を動員路 の 途中で 吸

Fig．1．　 Bait　site　 set 　 on 　 a　 wall．　 Minors　laid　a 　rec 【 uit 皿 ent 　trail　between　the　site　and 　nest

　　eロtranCe 〔atrOW ）aCrOSS　the　Wall　SUrfaCe ．
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虫管で 吸い こ み ，帰 巣個 体 に よ る清報が 巣に 伝わ らない よ うに した ．実験を行な う際，吸虫管 に よ

る 吸 い こ み で 土 と ともに 足跡 7
エ

卩 モ ソ が失 われ ない よ うに．石 壁 に 動員路 を 形 成 させ て 実験を行
な っ た 〔図 1）．こ の 実験 は ，1986年 7 月 25，28 日の 2 回 行な っ た．い ずれも，帰巣個体捕獲後，

数分前後 で 影響 が認め られ ，
10 分前後 で動員さ れ る 個体 が い ち じる し く減少 した ・ 7 月 25 日の 結

果を図 2A に 示 した ・同図 に お い て RAC （Returning 　Ants　Captured ）と示 して ある範囲で 捕獲作
業を行 な っ た ．捕獲を中止す る とま もな く動員個体 は 増 え は じめ た ．

　実験 2．上 の 実験 で は ，帰巣個体捕獲の 際 に 動員路が攪乱 され ，それ に よっ て 生 じた ワーカ ー
間

の 混 乱が動員行動を抑制 した 可 能性があ る ．そ こ で ．動員数の 激減 が純粋 に 帰巣個体の 情報伝達 の

妨害 に よ る こ とを 示 すた め ，捕獲と
‘‘
動 員路 の 攬乱の み

”

を 組 み 合わ せ た実験 を，同 じ コ ロ ニ ー
を

用 い て 7 月 29 日 と 8 月 ユ 日の 2 回 行な っ た．そ の うち 8 月 1 目 の 分を 図 2B に 示 した ．こ の

実験 で は ， 最初 の ワ
ー

カ
ー

が餌場 （巣
’
口 か ら 32cm ）を 発見 し て か ら 5 分 45 秒後か ら 16 分後ま

で の 間に ，吸虫管 に よる 帰 巣 ワ ー
カ
ー

の 捕獲 働 員路 の 攬乱を伴 う）を行 な い （RAC ）， 動員数が 減

少し た の を確認 し た の ち 捕獲を 止 め ，動員 レ ベ ル が正常 に復帰した 段階 （26 分 11 秒後）で 約 4 分

間，吸虫管 で 動員路の 攪乱の み （Disturbance　of 　Recruitment 　Trai］；DRT ）
＊

を行 な っ た．そ の 結

Fig．2．　Effect　of 　capture 　of　retumillg 　minors 　on 　subsequent 　recruitment 　of　minors ，　 Re．

　　tumlng 　ants 　were 　captured （RAC ）by　a 且 aspirator ．　 Following 　this　treatment　fell　the

　　
cum °1・ti・・ c ・ ・ve ・Th ・ m ・re ・di・し・・b… 。 ・ f　th・ ・ec ・uitm ・・t　t・ai1 〔DRT ）with ・th・ tip

　　。f ・・pi「・t。・ t・ b・ did ・。t ・ a ・・e 　 thi・ effect．　 A ・ J・ ly　25
，
1986；B ・ A 。g。、t　1

，
1986

　　〔。。・t・Q1 ・xp ・・im・nt　w 邸 ca ・・i・d ・・t 。 ・ A ・ g・ st・4｝．　F 。・ ・li　the　exp ・・im。。t，
，
　the　sam 。

　　 colony 　 was 　used ．

U】
0

賦

HO3

　
hO

信司
題

　
旧

0
　

同

妙

ρ

巨

コ

虞
　

ω
〉

“

り

価

Hコ
E
コ

り

＊
吸 虫 管 の 先 端 で 通 行す る ア リ を妨 害 し ， 帰巣個体 を捕獲 した と き と類似 し た 刺激 を 与え た．
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果，撹乱を し て い た期間だ けで な く，そ の 後も動員数の 減少は ま っ た くみ られな か っ た ．一方，8 月

4 日 に 同 じ コ P ニ ーを 用 い て 行な っ た ，捕獲や携乱を
一

切行な わ な い コ ソ トロ ール 実験 で は ，餌場

に 動員 され る マ イナ
ー

は ほ ぼ 直線的 に 増加 した ．以上 の こ とか ら，本種 で は あとか ら動員され た ワ

ー
カ
ー

も帰巣後，餌 の 情報を次つ ぎ と伝達す る ，つ ま り大量動員方式 を採 用 して い る こ とが強 く示

唆 された ．

2． マ イナ ーの 動員パ ターン

　2a．累積動員 曲線 の パ タ
ー

ソ 　　 マ イ ナ
ー

の 餌 場 へ の 動員 パ タ
ーソ を 調 べ る た め ，　 巣 の 出入 口

か ら 60crn 前後離れた 場所 に 餌場 を 設け，餌発見か ら 1 時間後 ま で に 動員 された マ イ ナ
ー

の 個体

数を経時的 に 記録 した ，餌種 は ，柔 らか い もの として 蜂蜜 と粉 チ
ーズ ，固 い もの と し て 固形 チ ーズ

と生 きた虫、の 計 4 種類 を 用 い た ．蜂蜜 は適量 を 水 で 4 倍 に 希釈 し て 脱脂綿に ふ くま せ ， 地面 に し

み込 まな い よ うに ア ル ミ ホ イ ル を 敷 い て地面に 置 き， 粉 チ
ーズ は 25cc 程度を与 えた．固形 チ

ーズ

は 1 片 5mm ぐらい の 立 方体 に 4 個切 っ て そ の ま ま地面に 置 い た が ，メ ジ ャ
ーが 切 り出 し 作業 に

入 る べ く動員され る 前 に マ イ ナ
ー
だけで 餌揚 か ら運 び 去 っ て し ま っ た の で ，4 回 目 以降は 虫ピ ン で

地面 に 固定 した．生きた 虫は ， 実験前 に 採集 した モ ソ シ ロ チ ョ ウを虫 ピ ソ で 固定 し て 与 えた，い ず

れ の 場合も餌 は 観察時間 （1 時間）以内で 運 び終わ らな い だ け の 量を置 い た ．

　出現個体数は，餌場 に 現 わ れ た マ イナ ーを テ ープ レ コ ーダーに よ る録音 で 記録 し，あ とで 研究室

で テ ープを再生，5 分間ご との 個体数を 出し，累積個体数を グ ラ フ 用紙に プ ロ
ッ トし た ，

　実験 は 1986
，
87 両 年 の 5〜7 月 に 計 35 回 行 な い ，そ の うち正 常 な 動 員行動 の 見 られた 28 回 の

結果 を分析対象 と した．な お 餌種別 の 実験回 数は ，蜂蜜 9 回 ｛＝ ロ ニ ー A5 回．　 B　1 回，　 C　2 回，

D1 回 ），粉チ
ー

ズ 8 回 （A 　3 回，　B　2 回，　C ，　D ，　E 各 1 回 ），固 形 チ
ー

ズ 7 回 （A 　4 回，　 D 　3 回 ），

生 きた 虫 4 回 （A2 回 ，　 B2 回 ）で あ っ た ．

　
−r イ ナ

ー
の 累積出現個体数 は 実験 ご とに 変動 が あ っ たの で ，1 時間後 の 累積出現個体数を 100％

と して グ ラ フ に 表わ した ．計 28 回 の 実験 の 平 均値 を 示 した の が図 3 で あ る．累 積 カ
ープ は 生 きた

100
　 鴨

50

　 　 　 　 　 　 　 0
　　　　　　　　　　　　　　 15　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　45　　　　　　　　　　　50
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【mIn ）

Fig．3．　Recruitment　pattems　of　minors 　fo【 various 　types 　of　bait．　 H ：honey；PC ：powde じ

　　cheoso ；SC ： so 亘id　 cheesc ； L1 ：1蓋ving 　illsocI（butterfiy）．
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1

　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　

Fig．4，　 Recruitmcnt 　patterns　of 　mino 【s　fbr　honey （1986）and 　 liviog　insect（1986，1987｝，
　　The 　resuLts　of 　aU 由 e　experi 【nents 　aro 　givcn　to　show 　viτtually　no 　ov ¢ rlappiog 　between
　　the　two 　baits（results　for　honey 量n　1987　a【e　o【nitted　because　of 　their　close　similarity

　　to　those　 in　1986），

虫で ゆ る い 凸型，蜂蜜で ゆ る い 凹型 を 示 し ，粉 チ
ーズ ，固形 チ

ーズ は 両者 の 中間 で あ っ た ．しか し，

どの 餌 種 の 場 合 も，実験 間 で 若 干 の パ ラ つ きが あ っ た の で ，図 4 に は ，生 きた 虫 （1986 ，
87 年）と

蜂蜜 （86 年）の 全例 を示 した （87 年 の 蜂蜜は 86 年の そ れ と同 じパ タ ーソ で あ っ た の で 省略 し た ）、

こ の 図 か ら明 らか な よ うに ，生 きた 虫 と蜂蜜 の 間で ほ とん ど重複 は み られな い ．つ ま り，蜂蜜で は

初期
〜中期 の 動員数 が ゆ っ く り増加 す る の に 対 し，生きた 虫で は こ の 期 間 の 動員数 が 多 く，後期に

は 動員数が若干減る こ とが わ か る．

　2b，動員率の 変化　　次 に ，動員率の 変化を 見 るた め に ，同 じ デー
タ を 用 い て相前後す る 5分間

の 動員数 の 比率 （5 分間動員 比 ）を 求め た、図 5 で ，縦軸 は 動員率，横軸 は 時間 を示 す．例 えば，餌

発 見時点 か ら 5 分〜10 分 の 間 （X ・）に 動員された 数を 0 分〜5 分 の 間 ｛X ，）に 動員 された数 で 割 っ

た 値が，横軸 の 最初 の 目盛 （つ ま り 1）の 位置 に 示 され て い る，こ の 図 で は ，平均値を線で 結び ，同

時 に 縦線で実験間の パ ラ つ き （範囲 ）を 表わ して あ る．い ずれ の 餌種 の 場合 も，平均値で 見 る と，初

期 に 顕著な動員比 の 上 昇 が み られ．前半 IX3で は 実験間の パ ラ つ きが大 きい こ とが わ か る ．少数で

は あ る が，異常に 高い 動員 比 を 示 す例 があ る こ とが，こ の フ ェ
ーズ の 特徴 とい え る．後 2／3 で は 平

均値が 1 付近で 安定し，実験間 の パ ラ つ きもい ち じ る し く減少す る．基本的な パ タ
ーソ は 4 種類

の 餌を通 じ て 同 じで あ っ た．

3． メジ ャ
ーの動員 パ ターン

　 3a． マ イ ナ
ー
出現数 と メ ジ ャ

ー
出現数 の 相関

　 マ イ ナ ー同様，メ ジ ャ
ー

の 累積出現個体数 も実験 ご とに 変動 が 見られ た．餌種，年別に 両者 の 相

関 を 調ぺ た が，粉チ ーズ （1986＋ 1987）， 生 きた 虫 （1986＋ 1997）お よび 1986年 の 全体で 相関 が 見 ら

れ た （それ ぞれ r ； O．855，0．959，0583 ）が，それ 以外で は 有意な相関は 見られなか っ た ．こ の こ と

か ら，マ イナ
ー
出現数と メ ジ a・　一出現数 との 間に は つ ねに 相関 が ある とは 限 らな い こ とがわ か る．
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　　patterns．　Vertical　lines　reprcsent 　obse 【vod 　ranges （● ：　1986 ，　x
：

　1987）．

Table　1，　Ratio　of　majors 　to　total　workers 　recruited ．

Food 　type
No ，　 ofexpe

「卜

ments

Majorworkers
（A）

Total　no ．　 of

workers （B）
A ／B

Range （m 。 an ） Range （mean ） Range （mean ）

1　 Honey
g　 Powder 　 cheese

8　　Solid　cheese
6　　Living　insect

5
气74
・

2

2−　9（　5．2）
2−　7 （3．6）
9−　40（18，3）
7−　12（　9．5）

553−1272（　923．2）
448−　918（　614．8）
1514−1764（1609．5）
491−　755 （　623．0）

0．0022−0．0078（0．OO54＞
0．0029−0。0089（0．0059）
0，00S7−O．0229（0、0110）
0，0143−0．0159 （0，0151）

1　 Honey
9　 Powder 　 cheese

8　　Solid　cheese

7　　Living　 insect

436

」

2

9−　40（23．5）
10−　69（43．3）
28−119（72，7）
31− 32（31．5＞

136−1462（　683．8＞
511−1141（1094．7）
623−1382 （1083．7）
1165−1302 （1233，5）

0．0239−0．0662（0．0435）
0．0196−0，0447（0．0355）
0．0225−0．1互4　（0．0742）
0，0238−0．0275（0．0256）

　3b． メ ジ ャ
ーの 動員パ タ

ーソ

　本属 の メ ジ ャ
ーの 機能と して は ，植物種子 の 粉砕，餌場 の防衛，巣入 口 の 防衛が重要 な もの とさ

れて きた （例えば CRE【GToN ＆ CRElGToN
，
1959；WILsoN ，

1976　b，1984）．餌場 を 防衛する種で は，

あ る程度多量 の 餌が発見 さ れ る と，餌種を問わ ず マ イ ナ
ー

の ほ か に メ ジ ャ
ー

も動員 さ れ る，本研究

で も，マ イ ナ
ー

の 大 量 動員が行な わ れた すべ て の 実験 で メ ジ ャ
ー

の 動員が見 られた ．デ ー
タ はすぺ

て ，マ イナ
ー

の 動員パ タ
ー

ソ を調 ぺ た 際 ， 同時に得teもの で あ る ．
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Fig．6．　 Recruitment 　patterns　of 　majors 　with 　various 　sorts　of　bait（1986）．　 H ： honey；

　　PC ： powder 　cheese ；SC ； sohd 　cheese ；LI ： living　insect．　 Histograms （top》show 　the

　　mean 　 numbers 　 of 　majors 　 rccruited 　 in　 each 　five　minutes 　to　different　so 【ts　of 　bait．
　　Vertica且1ines　represent 　observed 【anges ．

　 巣外を歩 き回 っ て い る メ ジ ャ
ーは しば しば確認 され た が，餌 の 第一

発見者に な っ た 例 は な か っ た ．

餌場 へ の 最初 の メ ジ ャ
ー

の 出現時間 の 平 均値を比 較し て み る と，蜂蜜 16 分 48 秒 （n ＝9｝， 粉 チ
ー

ズ 10 分 56 秒 （n ＝ 8）， 固形 チ ーズ 12 分 2 秒 （n ＝ 7）， 生きた虫 9 分 36 秒 （n ＝ 6）で あ っ た ．統

計的な検討の 結果 ， 餌 の 種類間 で 有意な差を見出す こ とは で きなか っ た （平 均 到 着時間 の 算出IC当

た っ て は ，生ぎた虫の 場合 で 作業が 豆時間以内に 終了 した 2例 も，餌 に関す る初期 の 情報 が正確 に

巣に 伝達さ れた と判断 し デ ー
タ に 加 え た ）．1986年 （図 6）と 1987 年 （図 7）を 比較す る と，メ ジ ャ

ー
の 累積動員数 は 3 倍以上 の差 があ っ た （こ の 理由は 不明で あ る）が．パ タ

ー
ン の 点 か らみ る と以下

の 共通点が見られ た ．1）生きた 虫の 場合，他 の 3 つ の 餌種 に 比 べ て初期 の 動員数 が多 く，とくに

1987 年 の 実験 で は こ の 傾向が 顕著 で あ っ た ．し か し，間もな く増加率 が 鈍 る傾 向が 見 られ た．2）固

形 チ
ーズ で は．出足 は鈍い がその後順調 に 増加し，累積出現数は最多 とな っ た，3）蜂蜜 で は初期 の

動員数 が 少な く，か つ 累積出現数 も固 形 チ
ー

ズ の 場合の 1！3 程度 に と ど ま っ た．

　平均値で 見 る と，1986
，
87 両年で似た パ タ ーン を示 して い るが，い ずれ の 年 も餌種を 問わ ず実験

問 の バ ラ つ きが大きか っ た ．

4． 帰巣途中での動員

　本属は ，しば し ば全長数 m を越 える ア リ道 を使 い 採餌行動を 行 な っ て い る．巣 の 出入 口 か ら遠く

離 れた 場所 で 大きい 餌を発見 した場合，帰巣後の 動員開始 は きわ め て 非能率的で ，餌場を競争種に
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Fig．7．　Recruitment　patterns　of　majors 　with 　various 　sorts 　of 　bait （1987）．　 For 　explana ・

　　tion，　see 　captien 　to　Fig．6．

占拠 され て し ま う可能性 もあ る．その よ うな 場合、餌 の 発見者 が，帰巣途中 に 行 きか うコ ロ ニ ー・

メ ソ バ ー
に 情報 を 伝達し，餌場へ 誘導すれば ， 採餌効率は 上昇するは ず で あ る．今回 は 実験 に 適 し

た 長 い ア リ道 を 持 つ コ ロ ニ
ーがな か っ た た め ，ア リ道に 沿っ て 巣 の 出入 口 か ら 1 皿 前後離れた点 か

ら．垂直ac　10　cm 前後それた 場所 に，餌を置い て 観察 した．コ P ＝ − B
，
　E

，
　F

，
　G

，
　H

，
　I　tz実験対象

に 選 び，餌は 蜂蜜を 用 い た．1986年 9 月 26 日 と 10 月 1〜3 日に 計 12 回実験を 行 な っ た うち，

10 月 3 日の 2 回 の 調 査 で 興 味深い 結果が得 られた ．

　1 例 目で は ，16 時 18 分の 餌設置とほ とん ど同時に 餌 は探餌個体 に より発 見された．発見者 は 約

2 分後に 餌場を離れ，餌場 か ら 13cm 離れ た 点で v イ ナ
ー 1 個体 に 出会 い ．接触 し ， その 個体 を

餌場 に 動員した ．

　2 例 目で は，餌発見者は 既設の ア リ道 に 到達で きず，別 の 新 しい 道を作 りなが ら巣へ 戻っ た．そ

の 個体が 残 した ル ー
トに ，た また ま餌場の 周 辺 を ラ ソ ダ ム に 動 き回 っ て い た数個体の うち 1個体が

入 り込み ，そ れ に 沿 っ て 餌場 に 到着 した．そ の 後 に ，最初 の 発見者 に 動員 され た マ イ ナ
ーが 巣か ら

続 々 到着した．

　以上 2 つ の ケ ース で は ，帰巣途中で の 動員 とみ な され る現象 が 観察 さ れ た が，そ れ 自体 は 大量動

員に は 寄与 して い ない ．こ の ほ か ，餌発見者が ア リ道に 到着後．行 きか うマ イ ナ
ー

と明 らか に 触 角

で 接触 した 例が 2 度見 られた が，動員に は い た らなか っ た ．以上 の ケース を 除けば，餌発見者 は 行

きか う個体に は まっ た く無関心で t 巣 へ 向か っ て 直行 し動員を行な っ た ．
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考 察

　オ オ ズ ア カ ア リ属 の 動員 メ カ ニ ズ ム に つ い て は ，Ph，　pallidula　arenarium
，
　var ．　erientatis 　EMERy

と Ph ．　tenenffana 　FOREL の 2 種 を使 っ て ，　SZLEP −FESSEL （1970）が 直接観察を含む 詳 しい 研究を行

な っ て い る．そ れ に よ れ ば ，こ れ ら2 種は 大量動員方式を採用 し．動員 ？こは 餌場 へ の リ ク ル ー ト路

の 形成 の ほ か に ，巣内で の 走行，触角の た た き合 い ， 体 の 振動など餌の 性質 ec応 じた身体的 デ ィ ス

プ レ ー
も大 きい 役割を占め て い る．今回は ， 飼育 コ ロ ニ ー

を用 い て の 室内観察，実験が うま くい か

ず，Ph ．　indica に お い て は 上 記 の こ とを確認 で きt か っ た．また 今 回 の 研 究 で は ，動員 され る V イ

ナ ーや メ ジ ャ
ー

の 数 も．同
一

餌種を用 い た 場合 で す ら実験 ご とに 大 きい バ ラ つ きの ある こ とが 明 ら

か に な っ た （表 1）．餌の 量．同 じ時間帯 に 別の 場所 で 発見 され た 餌 の 有無．競争者 の 存在 な どが 動

員数 や パ タ ーソ に 影響 を及ぼす もの と考えられ る ．それ故．従来，本属 に お け る 動員 パ タ
ー

ン の 量

的把握 は ほ とん どな さ れ て こ な か っ た が ，例 えぽ競争者を 除去 する な ど し て 条件を少 しで もそろ え

れ ぽ，い ろい ろ な餌種 に つ い て 動員パ fi　一ソ を 把握 し，あ る程度の 類型化を す る こ と も可能 で あ る

と私 た ち は 考 え た ，

　マ イ ナ ーの 動員パ タ ーン を 餌種別 に 見 る と．少な くとも蜂蜜 と生 きた虫との 間で 顕著な相違 が 見

られ た ．生 きた 虫の 場 合，初期 の 動員数 は 他 に 比 べ て 多 く，累 積 動 員数の カ
ーブは ゆ る や か な 凸型

を 示 す．こ れ は ，初期 の 帰巣個体が もた らす
“
生 きた 虫で あ る

”

とい う情報内容を 反映 した もの と

考え られ る．実際，矢野 （未発表）の 観察 に よれ ば，生 きた 虫を 餌 と し た 場合，あばれ る虫を 四 方か

らお さ え つ け るた め に 大量 の 個体 が 動員 され る．

　
一方 ，5 分間動員比 で み る と，餌種を間わ ず，動員 の 初期 に お い て 平均値 は高 い 値を 示 すが，実

験間の パ ラ つ きが大 きい ．初期 に 動員比が高 い ，つ ま り 1 個体当た りの 動員数 が 多い とい うこ とは ，

餌場 の す み や か な確保 を 意味 して い る．また ，パ ラ つ きが 大 きい の は ，餌や 餌場 に 関す る 情報内容

の 違 い の 反映 と考 え られ るが ，それ に つ い て は 具体的な こ とは ま っ た くわ か っ て い ない ，後 213で

は ．動員比 は 1前後で 安定す る．こ の 時期を動員状態 で 見 る と，動員路 に沿っ て多数の ア リが両方

向に 流れ る よ うに 通 行 して い る 状態 で あ る ．

　 メ ジ ャ
ー

の 巣内外に お け る行動 レ パ ー
ト リー

は ， 種 に よ っ て い ち じ る しい 違 い がある，一
般 に マ

イ ナ
ー

と メ ジ ャ
ー

の 形態差 が増大する ほ ど，メ ジ ャ
ーの レ パ ー

ト リー
は 減少す る，また 同

一
種 に お

い て も， コ Pt ニ
ー

成 員 に お け る メ ジ ャ
ー
数 の 比率 が高ま る と，マ イ ナ ーの 仕事を埋 め合わせ る よ う

に レ パ ー ト リーが広 が る （WltSON ，1984）．採餌 に お け る メ ジ ャ
ーの役割は ， 当然 ， 種 に よ っ て か な

り異 な る．新世界の ・Ph．　 militicida 　WHEELER （CREIGToN ＆ CREIGToN，19S9；FEENER，1986），　Ph ．

fallax　MARY （ITzKowlTz ＆ HALEY ，1983）や Pk，　dentata　MAYR （WrLsoN ， 1976　b）で は，メ ジ

ャ
ーは餌場 の 防衛 の た め に 動員され る （した が っ て ソ ル ジ ャ

ーと呼 ば れる こ とが 多 い ｝．しか し 旧 世

界 の Ph．　pallidulaや 」鴨 ．　tenenffana で は，餌場防衛 の ほ か に ，大きい 餌 の 切 り出 し作業に も従事
して い る （szLEP−FEssEL ，

1970）．ま た矢野 〔未発表）は ，南九州産の 本属に お い て ，メ ジ ャ
ー

に よる

餌の 切 り出 し が 採餌効果 に 及ぼす影響を 量的に 示 した ，本研究 の 結果は，矢野 の 結論を支持 して い

る．つ ま り、競争者 の 存在 し な い ，あ る い は 除去され た条件下 で も，固形 チ
ー

ズ ，生 きた 虫を餌 と

し た 場合，に 蜂蜜，粉チ ーズ を餌 と した 場合 よ り多 くの メ ジ ャ
ーが 動員され て い る，ま た ，前 2老 で

は累積カ
ーブの 立 ち 上 りが 早 い ．こ の こ とは．前 2者を質 の 高 い 餌 と認 識 し，競争者が存在 して い

ない 場合 で もそ の 出現を予想 し，餌場防衛 の た め に 多くの メ ジ ャ
ーが駆 り出 され た結果と も考え ら

れ る．しか し，同質 の 餌で あ る粉 チ ーズ と固形 チ
ーズ の 間に 明確な動員パ ター

ソ の 差が存在する こ

と、 固形 チ
ーズ の 場合，競争者の 不在が し ば らく続 い た の ち に もメ ジ ャ

ーが 次つ ぎと動員 され る こ
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とか ら，防衛が 主 目的とは 考え られ な い ．奥野 （1959）もア ズ マ オ オ ズ ァ カ ア リ Ph ．　fervida　SMITH

で ，ハ エ や セ ミを 与えた ときの方が砂糖を与えた と き よ りも メ ジ ャ
ー

の 出現数が多 い と報 じて い る．

、 ジ 。
一

の 役割暢 員・・
タ
ーソ は，お の お の の 種の 生態的特性 （・ ・ ニ ー

内の メ ジ ・
一

： マ イ ナ

ー
比，メ ジ ャ 厂 とマ イ ナ

ー
の 問 の 形態的差異，同所的 に 生息する ア リ種 の 違 い な ど）に 依存す る と

考 え ら泌 ．例え｝ま，強力tsM争者 （P・9・n・my ・m ・xl を 持つ Ph・miti ・i・ida　 “？・25　cm もの ト ヵ ti

（Ameiva）で も，マ イ ナ ーだ け で 運搬 で きる Ph．fallaxの 場合 ， 少な くとも巣外 に お け る メ ジ ャ
ー

の

仕事は 餌場 の 防衛 に ほ ぼ 限定 されて い る よ うで ある ．日本 で は オ オ ズ ア カ ア リ属 の 競争者 と して は ，

ト ビ イ 。 シ ワ ア リ τ・t・amorium 　ca ・・pi・・m （LINNE）懊 野・1959）・ト ビ イ ・ ケ ア リ L ・・ius　 ”ige「

（L、NNE ）・（矢野 耕 黏 ハ V ’t ・ P ・
・マ ア リ F・ ・mica 　 ・p・体 研究）な どが知 られ る が・北米 に お

け る Pogonomyrmex の ように強力で は な い ．日本産 の 本属 の 場 合 、餌 の 切 り出しは メ ジ ャ
ー

の 重要

姙 務 の 1 つ に な 。 て い る と考え られ る・ま た W … LE・ ＆ NnH 。UT （1984）tt　Ph ・　bica’i”a ’a を

用 い て 研究 を 行な い 拗 虫の ソ ル ジ ・
一へ の 発生的騨 が誠 虫の ソ ル ジ ・

− 1こ よ っ て 調節さ 滴

こ とを明 らか に して い る ，さ らに WILSON （1984）に ょれば，　Ph．　guilelminuelleri，　Ph．　rnegaeephala ，

．Ph，　pubiventrisの 3種 に お い て コ P ニ ー内の マ イ ナ
ー

の 占め る 割合 が 低 くな っ た 場合，メ ジ ャ
ーが

マ イナ
ーの仕事 〔お もに 仔 の 世話）を肩代わ りし ，そ の 結果 メ ジ ャ

ー
の 労働 レ パ ート リ

ーが 1．4〜

45 倍に 増加す る．た だ し，こ の 現象 は
一

時的 な もの で ，
コ ロ ニ ー内の マ イ ナ

ーニ メ ジ ャ
ー比が復帰

する と，短時間 で 元に 戻 る ．メ ジ ャ
ーの 機能の 解明は 口以上 に挙げ た 点 との 関連に重点を置 くべ き

で ある．

　探餌行動範囲 の 広 い 本属 に とっ て ，餌発見個体が帰巣途中 に 出会 うマ イ ナ
ー

に 次 つ ぎと情 報 を 伝

え る こ とは 採餌効率を高 め る上 で 重要 と思わ れ る．今回 の 実験で は こ の 点 に つ い て の 明確な結論 は

得られなか っ た が，帰巣途中で の 動員が 小規模な が らあ りうる こ とが わ か っ た ．今回の 実験 で は 餌

場 を 巣 の 出入 口 か ら lm 前後 の 所 に 設置 した が，こ の よ うな近 くの 場合，帰巣途中の 大規模 な 動員

は 生 じない のか もしれ な い 論 後．餌 場 を 数 m 離 し 漢 験を行ない 漏 巣途中の動員の 撫 軈 認

す る こ とが必 要 で あ ろ う．
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